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１．概要（Summary） 

硫化物は超伝導[1]、電解質[2]などさまざまな機能性材

料として用いられており、その合成は固相合成の他にフラ

ックス法[3]や水熱法[4]などが用いられている。これらの合

成を理解するうえで、溶解度の調査は重要である。しかし、

硫黄の ICP を用いた分析は化学状態にも影響を受ける

ため単純ではないことが知られている[5]。本研究では、Li-

P-S-Cl 化合物をエタノール中に溶解させた有機溶媒中

の溶解度を ICP-MASS を用いて調査するための予備的

調査を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ICP-MASS（A12 ウェハ汚染計測装置） 

 

【実験方法】 

Li-P-S-Cl 化合物を無水エタノール中に溶解し、その

のち蒸留水で希釈することで測定サンプルを合成した。

有機溶媒の濃度はおおよそ１％とした。標準溶液は、市

販の標準溶液（関東化学）を希釈することで調整した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

標準溶液を調整し測定したところ、Li、P、 S、 Cl に

おいて良好な直線性が確認できた。その一方で、合成し

た Li-P-S-Cl 化合物の溶解させた溶液を上記の検量線

を用いて定量したところ、P が想定された量よりも約 3 割

少ない一方で、S と Cl が想定された量の約 2 割が検出

された。溶液、標準溶液の調整や想定していないしてい

ない化学反応が進行した可能性、測定手法などやさらな

る検討が必要と考えらる。 
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